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　現在，本稿を執筆しているのは 7 月中旬です。西日本に甚大な被害をもたらした豪雨の直後で
あり，被害に遭われた皆様には心よりお見舞い申し上げます。最近は毎年のように日本のどこか
で大雨特別警報が発令されている印象があります。温暖化に伴って太平洋の海水から上空に大量
の水分が蒸発し，それが日本各地に降雨となって襲いかかるという図式です。小欄が読者に届く
のは 9 月ですので，今後夏から秋にかけて台風をはじめ，どのような災害に日本が見舞われるの
か予想もできませんが，できる限りの対策は講じておきたいものです。
　さて，本号では「今月の話題」に篠崎尚史先生の「献眼と海外角膜―高レベルの移植角膜供給
のために」が掲載されています。常々，日本と米国との献眼数の圧倒的な違いが彼我の文化的相
違に基づくものである，とある種の諦観をもって捉えておりましたが，実際はそうではなく，米
国では献眼数を増やすために国を挙げてそれなりの対応策を講じてきた結果，今があるとの内容
です。しかも，日本の海外角膜に依存している現状は好ましいものではなく，むしろ「イスタン
ブール宣言」に違反している状態であるとのことです。眼科医だけの力では到底現状を打破する
ことはできないでしょうが，しかし献眼数の増加は国を挙げて取り組むべき課題であることを認
識させられます。
　また連載では，大黒伸行先生による「眼炎症外来の事件簿」が新たにスタートします。今回は
梅毒の症例でした。奇しくも佐藤茂先生らの症例報告でも梅毒性ぶどう膜炎が掲載されており，
今回は近年増加しているとされる梅毒性眼疾患を理解する良い機会となりそうです。特徴的な所
見はなく，常に梅毒の可能性も考えて血液検査をオーダーすることが肝要とのこと。さらに視細
胞障害も駆梅療法によって改善するという点は，眼科医にとってもし見逃せば「助かるものも助
けられない」という事態を招くことを教えるものだと思います。 （中澤　満）
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